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〇
（
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九
四
五
）
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一
五
日
か
ら
昭
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五
二
）
年
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月
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七
日
ま
で



（
一
）
宗
教
法
人
化
関
係

【
七
九
】〔
靖
国
神
社
の
移
管
並
に
之
に
伴
う
処
理
案
〕（
昭

和
20
年
８
月
30
日
）

昭
和
二
十
年
八
月
三
十
日
議
会
資
料
ト
シ

テ
陸
軍
省
ノ
立
案
セ
ル
モ
ノ

一

従
来
陸
海
軍
省
ノ
所
管
タ
リ
シ
モ
、
陸
海
軍
解
散
ト
共
ニ
之
ヲ

務

省
（
神
祇
院
）
ニ
移
管
シ
、

務
大
臣
ノ
直
轄
ト
ス
。

二

靖
國
神
社
合
祀
者
ノ
調
査
及
合
祀
業
務
継
続
ノ
為
、
従
前
ノ
陸
海
軍

省
ノ
関
係
者
ノ
一
部
ハ

務
省
ニ
、
各
聯
隊
区
司
令
部
及
部
隊
ノ
関
係

者
ノ
一
部
ハ
夫
々
地
方
庁
ヘ
転
属
セ
シ
ム
。
其
ノ
一
案
左
ノ
如
シ
。

区

分

内
務
省

各
地
方
庁

摘

要

陸

奏

任

二

一

一

地
方
庁
ニ
転
属
ス
ル
奏
任
ハ
陸

軍
又
ハ
海
軍
ヨ
リ
一
名
ト
ス

軍

判
任
以
下

七

二

海

奏

任

一

一
）

二

人
員
ハ
更
ニ
増
加
ス
ル
コ
ト
ア

リ

軍

判
任
以
下

三

一

計

一
三

四

〔
編
者
注：

文
書
番
号
一
〇
八
の
文
書
と
同
一
の
文
書
と
思
わ
れ
る
。〕

【
八
〇
】
靖
国
神
社
臨
時
大
招
魂
祭
挙
行
ノ
件
報
告
（
昭
和
20

年
11
月
12
日
陸
軍
大
臣
、
海
軍
大
臣
発
内
閣
総
理
大
臣
宛
）

靖
國
神
社
臨
時
大
招
魂
祭

行
ノ
件
報
告

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
二
日

陸

軍

大

臣

軍

大

臣

内
閣
總
理
大
臣
殿

大
東
亞

竝
ニ
滿
洲
・
支
那
事
變
ニ
關
シ
死
歿
シ
タ
ル
軍
人
・
軍
屬
等

ニ
シ
テ
靖
國
神
社
ヘ
未
合
祀
ノ

ヲ
、
同
神
社
招
魂
殿
ニ
招
魂
ノ
爲
、
來

ル
十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
・
二
十
一
日
臨
時
大
招
魂
祭

行
ノ
儀
、
勅

許
相
成
候
條
、
報

候
也
。

テ
、
本
件
ニ
關
シ
テ
ハ
聯
合
國
側
ト
ハ
爲
レ
念
諒
解
濟
ニ
付
、
申
添

候
。

【
八
一
】
靖
国
神
社
臨
時
大
招
魂
祭
挙
行
ノ
件
達
（
昭
和
20
年

11
月
12
日
陸
普
第
二
二
三
九
号
陸
軍
大
臣
、
海
軍
大
臣
発
靖
国

神
社
宮
司
宛
）

陸
普
第
二
二
三
九
號

靖
國
神
社
臨
時
大
招
魂
祭

行
ノ
件

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
二
日

陸
軍
大
臣

⃞印

軍
大
臣

⃞印

靖
國
神
社
宮
司
殿

大
東
亞

竝
ニ
滿
洲
・
支
那
事
變
ニ
關
シ
死
歿
シ
タ
ル
軍
人
・
軍
屬
等

ニ
シ
テ
靖
國
神
社
ヘ
未
合
祀
ノ

ヲ
、
同
神
社
招
魂
殿
ニ
招
魂
ノ
爲
、
來

ル
十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
・
二
十
一
日
臨
時
大
招
魂
祭

行
ノ
儀
、
勅

許
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
、
此
旨
心
得
ヘ
シ
。

テ
、
大
招
魂
祭
ニ
關
ス
ル
祭
式

第
書
案
ヲ

製
シ
上
申
ス
ヘ
シ
。

第二期 昭和二〇（一九四五）年八月一五日から昭和二七（一九五二）年四月二七日まで (一）宗教法人化関係
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【
八
二
】〔
臨
時
大
招
魂
祭
挙
行
ノ
儀
勅
許
ア
ラ
セ
ラ
ル
件
〕

（
昭
和
20
年
11
月
17
日
陸
軍
省

海
軍
省
告
示
第
四
号
）

陸
軍
省
軍
省

示
第
四
號

大
東
亞

竝
ニ
滿
洲
、
支
那
事
變
ニ
關
シ

死
、

傷
死
シ
又
ハ

地
、

事
變
地
等
ニ
於
ケ
ル
傷
痍
疾
病
等
ニ
基
因
シ
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
迄
ニ

死
歿
セ
ル
軍
人
、
軍
屬
等
ニ
シ
テ
靖
國
神
社
ヘ
合
祀
未
濟
ノ

ヲ
同
神
社

招
魂
殿
ニ
招
魂
祭
祀
ノ
爲
來
ル
十
一
月
十
九
日
、
二
十
日
、
二
十
一
日
臨

時
大
招
魂
祭

行
ノ
儀

勅
許
ア
ラ
セ
ラ
ル

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
七
日

陸
軍
大
臣

下
村

定

軍
大
臣

米

光
政

【
八
三
】
聯
合
軍
最
高
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
宗
教
部
長
バ
ー

ン
ズ
大
尉
と
横
井
権
宮
司
会
談
概
要
（
昭
和
21
年
１
月
21
日
）

聯
合
軍
最
高
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
宗
敎
部
長
バ
ー
ン
ズ
大
尉
と

井
權
宮
司
會
談

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
一
日
於
聯
合
軍
司
令
部

岸
本
帝
大
助
敎
授

訳
・
坂
本
主
典

筆
記

一

全
般
に
就
て

先
般
來
新
聞
紙
上
に
靖
國
神
社
に
関
し
て
大
部
間

つ
た
こ
と
が
發

表
さ
れ
て
居
り
、
あ
の
記
事
に
つ
い
て
は
き
つ
と
御
心
配
を
懸
け
た

こ
と
ゝ
思
ふ
が
申
訳
な
い
。

バ

別
に
心
配
は
し
て
ゐ
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
靖
國
神
社
に
つ
い
て
は
考

へ
て
居
つ
た
。

靖
國
神
社
は
新
聞
紙
上
で
は
財
團
法
人
と
あ
つ
た
が
、
は
じ
め
か
ら

こ
ち
ら
は
宗
敎
法
人
で
行
く
つ
も
り
で
あ
つ
た
。

バ

宗
敎
法
人
と
な
る
時
期
は
い
つ
で
あ
る
か
。

官
國

社
に
関
す
る
法
令
の
枠
が
は
づ
さ
れ
た
時
に
宗
敎
法
人
と
な

る
。

バ

十
二
月
二
十
八
日
に
公
布
せ
ら
れ
た
規
則
に
よ
つ
て
出
來
る
か
。

現
在
迄
に
發
令
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
祭
祀

制
関
係
の
み
で
あ
り
、

噂
に
聞
く
処
で
は

日
中
に
日
本
政
府
よ
り
正
式
の
命
令
が
出
る
相

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

バ

靖
國
神
社
と

就

は
ど
う
云
ふ
對
度
に
な
る
か
。

就

は
神
社
の
附
属
物
で
あ
る
。
將
來
は

容
を
全
然
変
へ
て

場
（
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
・
ピ
ン
ポ
ン
・
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

等
）
及
映
画
場
に
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。

二

族
會
に
就
て

（
靖
國
會
の
人
的
組
織
に
付
、
靖
國
會
規
約
に
依
り

明
を
行
ふ
。）

靖
國
會
の
代
表
は
こ
の

に
政
治
に
干
與
せ
ぬ

と
し
、
然
も

規

で
は
兵
長
・
伍
長
以
下
の

族
よ
り
代
表
を

び
た
い
。
會
期
は
新

聞
に
は
二
月
一
日
と
發
表
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
お
く
れ
る

事
に
な
ら
ふ
。
一
方
に
於
て
法
律
上
の
枠
が
は
づ
さ
れ
、
一
方
に
於

て
崇
敬

の
代
表
が
決
定
す
れ
ば
、
始
め
て
神
社
の
新
發
足
が
は
じ

ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
か
ゝ
る
代
表
の
集
め
方
は
い
か
ゞ
で
あ
る

か
貴
見
を
た
ま
は
り
た
い
。

バ

日
本
側
の
問
題
と
し
て
は
、
現
下
の
國

に
於
て
鐵

の

な
ど

い
ろ
〳
〵
の
事
が
あ
る
と
思
ふ
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
米
國
側

に
と
つ
て
も
か
ゝ
る
集
り
は
注
意
を
ひ
く
事
は
た
し
か
で
あ
る
。
從

つ
て
そ
れ
に
つ
い
て
自
分
に
對
し
質
問
が
あ
る
だ
ら
う
。
そ
の
際
そ

の
事

が

つ
て
を
れ
ば
自
分
は

明
出
來
る
譯
で
あ
る
。
ど
う
し

て
も
大
會
を
開
く
と
云
ふ
な
ら
や
る
方
が
よ
ろ
し
い
。
其
の

度
事

を
知
ら
せ
て
く
れ
ゝ
ば
自
分
と
し
て
は
Ｏ
Ｋ
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
眼
立
た
ぬ

に
東
京
附

の
崇
敬

で
行
ひ
、
其
の
他
の

地
方
は
書
面
等
で
や
つ
た
方
が
よ
ろ
し
い
だ
ら
う
か
。

バ

此
の
二
つ
の
方
法
は
、
實
際
に
於
て
ど
の

度
の
相

が
あ
る
だ
ら

う
か
。

現
在
の
日
本
は
民

的
訓

の
度
合
い
が
低
い
か
ら
、
ど
ち
ら
で
も

實
際
は
変
ら
な
い
と
思
ふ
。

バ

若
し
全
國
か
ら
代
表
を
集
め
る
事
と
部
分
か
ら
集
め
る
事
と
實
質
的

に
相
異
が
な
い
と
す
れ
ば
、

種
の

勢
か
ら
も
將
亦
現

か
ら
し

て
も
、
一
部
分
を
集
め
る
の
が
此
の
際
は
よ
い
で
あ
ら
う
。

神
社
と
し
て
は
會
計
方
面
を
自

し
且
專
制
的
・
暴
君
的
な
こ
と
を

し
な
い
な
ら
ば
、

族
は
皆
神
社
に
お
ま
か
せ
す
る
と
云
ふ
意
向
で

あ
る
か
ら
、
神
社
と
し
て
は
後

に

み
た
い
と
思
ふ
。

此
の
変

更
に
よ
り
期
日
の

び
る
の
は
お
許
し
願
ひ
た
い
。

バ

あ
な
た
は
靖
國
神
社
の
問
題
に
関
し
、
神
社
本
廳
の
人
々
か
ら
働
き

か
け
ら
れ
た
事
が
あ
る
か
。

神
祇
本
廳
の
方
か
ら
働
き
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
無
い
。
靖
國
神
社
は

他
の
神
社
と

革
が
全
く
異
る
か
ら
、
獨
自
の
立
場
で
行
く
つ
も
り

で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
神

の
枠
中
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
外
部

か
ら
は

助
す
る
。
自
分
は
こ
れ
ま
で
靖
國
神
社
を
如
何
に
し
て
生

か
し
て
ゆ
く
か
と
云
ふ
問
題
に
命
懸
け
で
あ
つ
た
の
で
、
こ
ち
ら
か

ら
も
神
祇
本
廳
に
働
き
か
け
る
餘

は
な
か
つ
た
。

三

經
濟
問
題
に
就
て

權
宮
司
よ
り
財
產
目

を
提
示
し
、

事
務
局
を

し
提
出
す
べ
き
旨

を

べ
、

容
に
付

明
す
る
と
共
に
、
恤
兵
金
一
千
萬
圓
（
招
魂
殿
祭

神
一
人
に
付
十
五
圓
と
し
約
六
十
万
柱
と
し
計
九
百
四
十
万
圓
）
を
神
社

が
受
領
し
た
き
旨
を

明
す
。

バ

む
づ
か
し
い
問
題
で
あ
る
。
其
の
金
が
神
社
に
く
る
と
す
れ
ば
政
府

が
寄
附
金
を
出
す
事
と
な
り
、
政
府
が
そ
の
金
に
依
り
神
社
を
支
持

す
る
事
に
な
る
。
し
か
し
若
し
そ
の
金
が
全
く
民
衆
の
自
由
意
志
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
且
そ
れ
が
政
府
の
金
と
な
ら
ず
に
使
用
せ
ら
れ

て
居
る
と
云
ふ
こ
と
が

明
す
れ
ば
、
或
は
何
等
か
の
活
路
が
開
か

れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
非
常
に
は
つ
き
り
と
其
の
金
が
い
か
ほ
ど
あ

り
、
い
か
な
る
方
法
で
こ
れ
位
、
如
何
な
る
機
関
に
依
り
使
用
せ
ら
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れ
て
ゐ
た
か
を
し
ら
べ
る
必

が
あ
る
。（
詳
細
な
る

料
の
提
出

を
約
す
）

に
權
宮
司
に
よ
り
職
員
リ
ス
ト
を
提
示
し
、
軍
属
に
あ
ら
ざ
る
事
及
實

際
の
經
濟
的
地
位
に
付

明
し
、
一
般
神
職
と
同

に
今

の
國
家
よ
り

の
分
離
に
際
し
一
時
恩
給
を
給
せ
ら
れ
度
旨
を

ぶ
。
右
に
関
し
て
は
、

何
等
バ
ー
ン
ズ
大
尉
の
確
言
を
得
る
に
至
ら
ず
。

四

社
號
に
就
て

權
宮
司
よ
り
去
る
一
月
十
九
日
曾
根

絡
事
務
局
第
一
部
長
と
の
曾

談

容
に
付

明
し
、
司
令
部
側
の
眞
意
を
問
ふ
。

バ

司
令
部
と
し
て
は
ど
ち
ら
が
よ
い
と
は
云
へ
な
い
。
そ
れ
は
日
本
側

の
問
題
で
あ
る
。
靖
國
神
社
と
し
て

し
た
い
な
ら
ば

れ
る
。

廟
宮
と
改

す
る
こ
と
は
、
當

米
國
側
の
輿
論
並
に
意
向
を
體
し

て
出
發
し
た
の
で
あ
る
が
、
神
社
と
し
て
そ
の
儘
行
つ
て
も
米
國
の

輿
論
を
刺
激
し
な
い
だ
ら
う
か
。

バ

そ
れ
に
関
す
る
米
國
の
輿
論
の
詳
細
は
自
分
に
は
わ
か
ら
な
い
。
唯

米
國
で
は
「

死

を
祀
る
神
社
が
あ
る
」
と
云
ふ
事
を
知
つ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
あ
る
日
本
人
｜
｜
そ
の
人
は
神

に
同

の
な
い
人

で
あ
る
が
｜
｜
は
自
分
に
對
し
神
社
よ
り
も
廟
宮
、
廟
宮
よ
り
も
廟

と
し
た
方
が
よ
ろ
し
い
と
云
つ
た
。
し
か
し
此
の
問
題
は
日
本

部

で
決
め
る
問
題
と
思
ふ
し
、
司
令
部
側
と
し
て
は
口
を
出
し
た
く
な

い
が
、
自
分
は
廟
宮
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
は
な
い
。
し
か

る
可
く
考
へ
る
べ
き
で
あ
る
。

五

バ
ー
ン
ズ
大
尉
の
質
問
に
就
て

バ

靖
國
神
社
の
賑
ひ
（C

A
R
N
IV
A
L

）
は
中
止
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
た

と
聞
い
て
ゐ
る
が
、
復
興
さ
せ
る
方
向
に

ん
で
ゐ
る
の
か
。

）
□

神

の
本
質
は
笑
に
あ
る
（H

A
P
P
Y
 
S
M
IL
E

）。
參

に
來
る

族

は
大
い
に
よ
ろ
こ
ば
せ
て
や
り
た
い
。
若
し
許
さ
れ
ゝ
ば
、

多
少
野

に
な
る
點
あ
つ
て
も

を
建
設
し
て
行
く
と
云
ふ
方

向
に

み
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。

バ

興
味
を
以
つ
て
ゐ
た
か
ら
聞
い
た
の
で
あ
つ
て
、
反
對
し
た
訳
で
は

な
い
。

此
に
対
し
更
に
權
宮
司
よ
り

就

の

容
変
更
、
境

の
開
放
計
畫
等

に
付

明
す
。

バ

本
年
元
旦
の
參

の
數
及
賽
錢
額
の
例
年
と
の
比
較
及

と
の

比
較
を
知
り
た
し
。

此
に
對
し
詳
細
な
る
報

を
提
出
す
べ
き
事
を
約
す
。

記
會
談

了
後
、

訳
に
當
ら
れ
た
る
岸
本
助
敎
授
よ
り
、
靖
國
神
社

を
廟
に
改
変
せ
し
め
ん
と

く

張
し
た
る

は
、
当
時
の
宗
敎

當

た
る
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
中
佐
な
り
し
旨
、
及
其
の
廟
の

容
た
る

や
、
神
社
の
性
質
と
は
全
然
異
れ
る
も
の

ち
記
念

的
の
廟

（M
A
U
S
O
L
E
U
M

）
な
り
し
よ
し
。
然
し
其
の
後
バ
ー
ン
ズ
大
尉

が
宗
敎
部
長
と
な
る
に
及
び
、「
靖
國
神
社
は
そ
の
ま
ゝ
と
し
て
、

特
別
の
事

が
發
生
せ
ぬ
限
り
手
を
入
れ
ぬ
」
と
云
ふ
方
針
に
漸

変
更
し
來
た
れ
る
旨
の

明
あ
り
た
り
。
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【
八
五
】
昭
和
二
十
年
勅
令
第
五
百
四
十
二
号
「
ポ
ツ
ダ
ム
」

宣
言
ノ
受
諾
ニ
伴
ヒ
発
ス
ル
命
令
ニ
関
ス
ル
件
ニ
基
ク
宗
教

法
人
令
中
改
正
ノ
件
（
昭
和
21
年
２
月
1
日
勅
令
第
七
〇
号
）

昭
和
二
十
年
勅
令
第
五
百
四
十
二
號
「
ポ
ツ
ダ
ム
」
宣
言
ノ
受
諾
ニ

ヒ
發
ス
ル
命
令
ニ
關
ス
ル
件
ニ
基
ク
宗
敎
法
人
令
中
改
正
ノ
件
ヲ
裁
可
シ

玆
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御

名

御

璽

昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日

閣
總
理
大
臣

第
一
復
員
大
臣

男

原
喜
重

第
二
復
員
大
臣

務

大

臣

三
土

忠

司

法

大

臣

岩
田

宙

大

藏

大

臣

子

澁
澤

敬
三

文

部

大

臣

安
倍

能

勅
令
第
七
十
號

宗
敎
法
人
令
中
左
ノ

改
正
ス

第
一
條
第
一
項
中
「
竝
ニ
」
ノ
下
ニ
「
神
社
（
神
宮
ヲ
含
ム
以
下
同

ジ
）、」
ヲ
、
同
條
第
二
項
中
「
宗

、
敎
團
、」
ノ
下
ニ
「
神
社
、」
ヲ
、

「
竝
ニ
」
ノ
下
ニ
「
神
社
、」
ヲ
加
フ

第
二
條
第
二
項
第
六
號
中
「

屬
」
ノ
下
ニ
「
神
社
、」
ヲ
加
フ

第
三
條
第
一
項
及
第
三
項
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
、
寺
院
」
ニ
、
同
條
第

二
項
第
四
號
中
「
檀
徒
」
ヲ
「
氏
子
、
崇
敬

、
檀
徒
」
ニ
改
ム

第
四
條
第
一
項
中
「

在
地
ニ
於
テ
、」
ノ
下
ニ
「
神
社
、」
ヲ
加
フ

第
六
條
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
、
寺
院
」
ニ
、「
檀
徒
」
ヲ
「
氏
子
、
崇

敬

、
檀
徒
」
ニ
改
ム

第
七
條
第
一
項
中
「
文
部
大
臣
ニ
、」
ノ
下
ニ
「
神
社
、」
ヲ
加
フ

第
九
條
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
、
寺
院
」
ニ
、「
檀
徒
」
ヲ
「
氏
子
、
崇

敬

、
檀
徒
」
ニ
改
ム

第
十
條
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
、
寺
院
」
ニ
、「
寺
院
敎
會
財
產
登
記

」

ヲ
「
神
社
寺
院
敎
會
財
產
登
記

」
ニ
改
ム

第
十
一
條
第
一
項
及
第
三
項
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
、
寺
院
」
ニ
改
ム

第
十
二
條
第
二
項
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
、
寺
院
」
ニ
改
ム

第
十
三
條
第
一
項
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
、
寺
院
」
ニ
、
同
項
第
一
號
中

「
堂
宇
」
ヲ
「
社
殿
、
堂
宇
」
ニ
改
ム

第
十
五
條
中
「
寺
院
敎
會
財
產
登
記

」
ヲ
「
神
社
寺
院
敎
會
財
產
登
記

」
ニ
改
ム

第
十
六
條
第
二
項
中
「
寺
院
」
ヲ
「
神
社
及
寺
院
」
ニ
、「
境

地
及
」

ヲ
「
境

地
竝
ニ
」
ニ
改
ム

第
十
七
條
中
「
規
定
ハ
」
ノ
下
ニ
「
神
社
、」
ヲ
加
フ

附

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

神
宮
、
本
令
施
行
ノ
際
現
ニ
地
方
長
官
ノ
保
管
ニ
係
ル
神
社
明
細
帳
ニ
記

載
セ
ラ
レ
タ
ル
神
社
及
別
格
官

社
靖
國
神
社
ハ
之
ヲ
宗
敎
法
人
令
（
以

下

ニ
令
ト

ス
）
ニ
依
ル
法
人
（
以
下
宗
敎
法
人
ト

ス
）
ト
看
做
ス

項
ニ

グ
ル
宗
敎
法
人
ハ
令
第
三
條
ノ
例
ニ
準
ジ
其
ノ
規
則
ヲ
作
リ
之

ヲ
主
管

ノ
氏
名
及

ト
共
ニ
本
令
施
行
ノ
日
ヨ
リ
六
月

ニ
地
方
長

官
ニ

出
ヅ
ベ
シ

項
ノ
規
定
ニ
依
ル

出
ヲ
爲
サ
ザ
ル
ト
キ
ハ
當
該
宗
敎
法
人
ハ
同
項
ノ

期
間
滿
了
ノ
時
ニ
於
テ
解
散
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス

地
方
長
官
第
三
項
ノ
規
定
ニ
依
ル

出
ヲ
受
理
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
命
令
ノ
定

ム
ル

ニ
依
リ
登
記

ニ
登
記
ノ

託
ヲ
爲
ス
ベ
シ

本
令
施
行
ノ
際
現
ニ
大
宮
司
、
宮
司
、
社
司
及
府
縣
社
以
下
神
社
職
制
第

二
條
ノ
神
社
ノ
社
掌
（
社
掌
二
人
以
上
ヲ
置
カ
レ
タ
ル
神
社
ニ
在
リ
テ
ハ

上
席
社
掌
）
ノ
職
ニ
在
ル

（
其
ノ

ガ
缺
ケ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
事
故
ア
ル

ト
キ
ハ
本
令
施
行
ノ
際
現
ニ
之
ヲ
代
理
ス
ベ
キ
職
ニ
在
ル

）
竝
ニ
氏
子

總
代
タ
ル

及
崇
敬

總
代
タ
ル

（
氏
子
總
代
及
崇
敬

總
代
ヲ
置
カ

ザ
ル
宗
敎
法
人
ニ
在
リ
テ
ハ
氏
子
又
ハ
崇
敬

ノ
中
ヨ
リ
命
令
ノ
定
ム
ル

ニ
依
リ

出
セ
ラ
レ
タ
ル

）
ハ
第
三
項
ノ
規
則
ニ
依
ル
主
管

又
ハ

總
代
ガ
置
カ
ル
ル
ニ
至
ル
迄
之
ヲ
各
當
該
宗
敎
法
人
ノ
代
務

及
總
代
タ

ル
モ
ノ
ト
看
做
ス

第
三
項
ノ
規
則
ニ
ハ

項
ニ

グ
ル
代
務

及
總
代
之
ニ

名
ス
ベ
シ

【
八
六
】
靖
国
神
社
規
則
（
昭
和
21
年
４
月
１
日
靖
国
神
社
達

第
一
号
）

靖
國
神
社

第
一
号

靖
國
神
社
規
則
、
左
ノ

リ
定
ム
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日

靖
國
神
社
宮
司

侯

波

靖
國
神
社
規
則

昭
和
二
一
・
四
・
一

靖
國
神
社

第
一
号

第
壱
章

總

則

第

壱

條

本
神
社
ハ
靖
國
神
社
ト

ス
。

第

貳

條

本
神
社
ハ
創
立
ノ
際
明
治
天
皇
ノ
宣
ラ
セ
給
ヘ
ル
「
安
國
」

ノ

旨
ニ
基
キ
、
國
事
ニ
殉
セ
ラ
レ
シ
御
靈
ヲ
祭
神
ト
シ
、
其
ノ
神
德

ヲ
光
昭
シ
、

セ
テ

族
慰
藉
ノ
方

ヲ

シ
、
以
テ
平
和
醇
厚
ナ
ル

民
風
ヲ
振
勵
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
。

第

參

條

本
神
社
ハ

條
ノ
目
的
ヲ

ス
ル
爲
メ
、
左
ノ
事
業
ヲ
行

フ
。

一

祭
祀
ノ
執
行
ニ
関
ス
ル
事
項

一

神
德
宣
揚
ニ
関
ス
ル
事
項

三

祭
神
ニ
関
ス
ル
事
項

四

合
祀
ニ
関
ス
ル
事
項

五

報
賽
ニ
関
ス
ル
事
項

六

境

地
及
建

物
ノ
整
備
ニ
関
ス
ル
事
項

七

靖
國
会
ニ
関
ス
ル
事
項

八

其
ノ
他
必

ナ
ル
事
項

第

四

條

祭
祀
及
靖
國
会
ニ
関
ス
ル
規

ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム
。

第

五

條

本
神
社
ノ

在
地
ハ
東
京

麴
町
区
九
段
三
丁
目
六
番
地
ト

ス
。

第
貳
章

職
員
及
其
ノ
他
ノ
機
関

第
壱

職

員

第

六

條

本
神
社
ニ
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
。

宮

司

一

名

權

宮

司

一

名

禰

宜

若

干

名

主

典

若

干

名

宮

掌

若

干

名
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主

事

若

干

名

事

務

員

若

干

名

技

員

若

干

名

第

七

條

宮
司
ハ
宮
司
推
薦
委
員
会
ノ
推
薦
ニ
依
リ
之
ヲ
定
ム
。

第

八

條

宮
司
ハ
祭
祀
ニ
奉
仕
シ
、
事
務
ヲ
總
理
シ
、
本
神
社
ヲ
代
表

ス
。

宮
司
ハ
職
員
ノ

ヲ
行
フ
。

第

九

條

權
宮
司
ハ
崇
敬

總
代
ノ
承

ヲ
得
テ
、
宮
司
之
ヲ
任

ス
。

權
宮
司
ハ
宮
司
ヲ
佐
ケ
テ
祭
祀
ニ
奉
仕
シ
、
事
務
ヲ
整
理
ス
。

第

拾

條

禰
宜
ハ
宮
司
及
權
宮
司
ノ
命
ヲ
受
ケ
祭
祀
ニ
奉
仕
シ
、

務

ヲ
分
掌
ス
。

第
拾
壱
條

宮
司
ハ
本
神
社
ノ
主
管

ト
ス
。

第
拾
貳
條

主
管

缺
ケ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
久
シ
キ
ニ
亘
リ
職
務
ヲ
行
フ
コ

ト
能
ハ
ザ
ル
時
ハ
、
權
宮
司
ヲ
以
テ
代
務

ト
シ
、
權
宮
司
事
故
ア
ル

ト
キ
ハ
、
上
席
ノ
禰
宜
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
。

第
拾
參
條

本
神
社
ノ
特
別
代
理
人
ハ
總
代
ノ
互

ニ
依
リ
之
ヲ
定
ム
。

第
拾
四
條

主
典
及
宮
掌
ハ
上
職
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
、
祭
儀
及

務
ニ
從
事

ス
。

第
拾
五
條

主
事
・
事
務
員
及
技

員
ハ
上
職
ノ
命
ヲ
承
ケ
、

務
又
ハ

技

ニ
從
事
ス
。

第
拾
六
條

戒
ニ
ヨ
リ
職
員
ヲ

職
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
崇
敬

總

代
ノ
承

ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
拾
七
條

處
務
ニ
関
ス
ル
規
定
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム
。

第
貳

会
計
監
査
員

第
拾
八
條

本
神
社
ニ
会
計
監
査
員
二
名
ヲ
置
ク
。
会
計
監
査
員
ハ
崇
敬

總
代
ノ
互

シ
タ
ル

ニ
就
キ
、
宮
司
之
ヲ
委

ス
。
会
計
監
査
員

ノ
任
期
ハ
崇
敬

總
代
ノ
任
期
ニ
依
ル
。

第
拾
九
條

会
計
監
査
員
ハ
何
時
ニ
テ
モ
本
神
社
ノ
書

・
帳

等
ヲ

シ
、
会
計
経
理
ノ

況
ヲ

査
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
參

問
及

託

第
貳
拾
條

本
神
社
ニ

問
若
干
名
ヲ
置
ク
。

問
ハ
崇
敬

總
代
ノ
同
意
ヲ
得
テ
、
宮
司
之
ヲ
委

ス
。

第
貳
拾
壱
條

問
ハ
宮
司
ノ

問
ニ
應
ジ
、
本
神
社
ノ
重

ナ
ル
事
項

ヲ
審
議
ス
。

第
貳
拾
貳
條

宮
司
ハ
特
定
事
項
處
理
ノ
爲
メ
、

託
ヲ
任
命
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
。

第
四

宮
司
推
薦
委
員
会

第
貳
拾
參
條

宮
司
推
薦
委
員
会
ハ
左
ニ

グ
ル

ヲ
以
テ
組
織
ス
。

一

崇
敬

總
代

二

權
宮
司
及
禰
宜
ノ
職
ニ
ア
ル

第
貳
拾
四
條

宮
司
推
薦
委
員
会
ノ
議
長
ハ
委
員
ノ
互

ヲ
以
テ
之
ヲ
定

ム
。

第
貳
拾
五
條

議
事
ハ
出
席

ノ

數
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
。
可
否
同
數

ナ
ル
ト
キ
ハ
、
議
長
之
ヲ
決
ス
。
宮
司
推
薦
委
員
会
ニ
出
席
ス
ル
コ
ト

能
ハ
サ
ル
委
員
ハ
、
書
面
ヲ
以
テ
他
ノ
委
員
ニ
委
任
シ
テ
表
決
ヲ
爲
ス

コ
ト
ヲ
得
。

項
ノ
規
定
ニ
依
リ
表
決
を
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
本
條
第

一
項
ノ
出
席

ト
看
做
ス
。

第
三
章

崇
敬

及
崇
敬

總
代

第
貳
拾
六
條

祭
神

族
ノ
有
志
其
ノ
他
特
ニ
崇
敬
篤
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
靖

國
会
名

ニ
登

セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
、
本
神
社
ノ
崇
敬

ト
ス
。

第
貳
拾
七
條

本
神
社
ニ
崇
敬

總
代
拾
名
ヲ
置
ク
。

第
貳
拾
八
條

崇
敬

總
代
ハ
崇
敬

ニ
シ
テ
衆

ア
ル

ニ
就
キ
、
宮

司
之
ヲ
委

ス
。

第
貳
拾
九
條

崇
敬

總
代
ノ
任
期
ハ
三
年
ト
ス
。
但
シ
再
任
ヲ
妨
ゲ
ズ
。

補
缺
ニ
依
ル
崇
敬

總
代
ノ
任
期
ハ

任

ノ

任
期
間
ト
ス
。
崇
敬

總
代
ハ
任
期
滿
了
後
ト
雖
モ
、
後
任

就
任
ニ
至
ル
迄
仍
其
ノ
職
務

ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
。

第
參
拾
條

崇
敬

總
代
ハ
本
神
社
ノ
経
営
ニ
関
シ
宮
司
ヲ
扶
ク
。

第
四
章

会

計

第
參
拾
壱
條

本
神
社
ノ
財
產
ヲ
分
チ
テ
、
基
本
財
產
及
普

財
產
ノ
二

種
ト
ス
。

基
本
財
產
ハ
本
法
人
設
立
ノ
際
ニ
於
ケ
ル
財
產
目

記
載
ノ
財
產
、
基

本
財
產
ト
シ
テ
寄
附
セ
ラ
ル
ヽ
財
產
及
崇
敬

總
代
ノ
同
意
ヲ
得
テ

入
セ
ラ
ル
ヽ
財
產
ト
ス
。
普

財
產
ハ
基
本
財
產
以
外
ノ
財
產
及
財
產

ヨ
リ
生
ズ
ル
收
入
ト
ス
。

｜
｜
（
第
參
拾
貳
〜
四
拾
壱
條
省
略
）
｜
｜

第
五
章

公

事
業

第
四
拾
貳
條

本
神
社
ハ
公

ノ
爲
、
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
。

一

古
典
藝
能
ノ
保
存
・
振
興
ニ

ス
ル
事
業

二

文
化
ノ

ニ

ス
ル
圖
書
ノ

纂
及
出
版

第
六
章

規
則
ノ
変
更

第
四
拾
參
條

本
規
則
ハ
總
代
ノ
同
意
ヲ
得
ル
ニ
非
レ
バ
、
之
ヲ
変
更
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

【
八
七
】
第
九
十
回
帝
国
議
会
衆
議
院
予
算
委
員
第
一
分
科

外
務
省
、内
務
省

及

司
法
省
所
管

会
議
録

速
記
）第
一
回

昭
和
21
年
８
月
12

日
）

発
言
者
）

山
崎
常
吉

委
員
）

﹇
敬
称
略
﹈

○
山
崎

常
）委
員

略
）

ソ
レ
カ
ラ
是
ハ
此
ノ
問
題
ノ
序
デ
ニ
一
ツ
申
上
ゲ
テ
置
キ
タ
イ
ト
思
ヒ

マ
ス
ガ
、

令
軍
國
主
義
ガ
間
違
ツ
テ
居
ツ
タ
ニ
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
日
本

國
民
ハ
生
レ
テ
此
ノ
方
、
軍
人
ニ
ナ
ル
コ
ト
ガ
一
番
正
シ
イ
、
一
番
國
ニ

對
ス
ル
御
奉
公
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
工
合
ニ
教
育
付
ケ
ラ
レ
、
サ
ウ
云

フ

念
ヲ
植
付
ケ
ラ
レ
テ
來
マ
シ
タ
、
是
ハ
間
違
ツ
テ
居
ツ
タ
カ
知
レ
マ

セ
ヌ
ガ
、
國
ノ
爲
ニ
命
ヲ
惜
シ
マ
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
工
合
ニ
教
育
付
ケ
ラ

レ
、

念
付
ケ
ラ
レ
テ
來
マ
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
其
ノ
結
果
、
靖
國
神
社
ニ

於
テ
、
護
國
神
社
ニ
於
テ
其
ノ
魂
ガ
祀
ラ
レ
ル
、

ガ
敗

後
靖
國
神
社

ハ
ド
ウ
ナ
ツ
タ
カ
、
護
國
神
社
ハ
ド
ウ
ナ
ツ
タ
カ
、
色
々
ノ
問
題
ガ
ゴ
ザ

イ
マ
セ
ウ
、
各
縣
ニ
散
在
ス
ル

ノ
神
社
ノ
問
題
ニ
付
キ
マ
シ
テ
、
特
ニ

私
議
會
ニ
來
マ
シ
テ
、
靖
國
神
社
ノ
附
近
ニ
住
ン
デ
居
ツ
テ
聞
ク
コ
ト
デ

ア
リ
マ
ス
ガ
、
今
靖
國
神
社
ノ
神
官
ハ
、
其
ノ
日

ベ
ル
コ
ト
ニ
困
ツ
テ

居
ル
、
今
日
マ
デ
ハ
參
詣
人
ノ
賽
錢
ニ
依
ツ
テ
生
活
ヲ
支
ヘ
テ
居
ツ
タ
、

ガ
參
詣
人
ガ
ナ
イ
爲
ニ
、

物
ノ
配
給
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ガ
出
來
ナ
イ
ガ

爲
ニ
、
其
ノ
靖
國
神
社
ノ
附
近
ノ
隣
組
ヘ
申
込
ン
ダ
、
隣
組
ニ
申
込
ン
ダ

ラ
、
隣
組
ハ
氣
ノ

ナ
ト
云
フ
コ
ト
デ
、
町

會
ニ
申
込
ン
ダ
、
町

會

ハ
又
區
長
ニ
申
込
ン
ダ
、
區
長
ハ
扱
ヒ
方
ガ
ナ
イ
、
ソ
コ
デ
町

會
隣
組

ハ
困
ツ
テ
、
結
局
財
源
ヲ
與
ヘ
ル
所
ノ
方
法
ガ
ナ
イ
ガ
爲
ニ
、
ア
ノ
靖
國

神
社
ノ
廣
イ
境
内
ヲ
淺
草
ノ
仲
見
世
ノ
ヤ
ウ
ナ
工
合
ニ
、
其
ノ
土
地
ヲ
利

用
シ
テ
經
濟
ヲ
整
ヘ
テ
、
ア
ノ
神
官
ヲ
養
ツ
テ
ヤ
ラ
ウ
カ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ

話
モ
、
最
近
持
上
ツ
テ
居
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
モ
聞
キ
マ
ス
、
是
ハ
靖

國
神
社
ノ
一
例
ヲ
取
リ
マ
シ
タ
ガ
、
各
方
面
ニ
ア
ル
所
ノ
護
國
神
社
モ
、

其
ノ
實

ニ
近
イ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
聞
イ
テ
居
リ
マ
ス
、
斯

ナ

態
デ
ア
ツ
テ
ハ
私
ハ
イ
ケ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
何
モ
ア
ノ
神
社
ニ
祀

ラ
レ
テ
居
ル
所
ノ
御
魂
ノ
全
體
ガ

イ
コ
ト
ヲ
シ
タ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、
國
ニ

盡
ス
ト
云
フ
愛
國
ノ
信
念
カ
ラ
、
至

ニ
燃
エ
テ
ア
ゝ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
、

其
ノ
始
末
ハ
ド
ウ
云
フ
形
ニ
ナ
ル
カ
知
リ
マ
セ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
其
ノ
始
末

ハ
國
ガ
ス
ベ
キ
デ
ハ
ナ
イ
カ
、
ソ
レ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ガ
政
府
ノ
務
メ
デ
ハ
ナ

イ
カ
、
又
國
民
ニ
對
ス
ル
示
シ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
考
ヘ
マ
ス
、

此
ノ
點
ハ

イ
テ

答
ヲ
求
メ
ヨ
ウ
ト
シ
マ
セ
ヌ
ガ
、
是
ハ
御
調
ベ
ニ
ナ

ツ
テ
何
ト
カ
ノ
方
法
ヲ
執
ツ
テ
ヤ
ル
ベ
キ
ダ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
考
ヘ
マ
ス

略
）
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【88】横井時常靖国神社権宮司への靖国神社及び護国神社についてのインタビュー（1946年８月16日）Mem
 

orandum (22)/SUBJECT:Yasukuni Jinja(and Gokoku Jinja),General Information Concerning(3)/SOURCE:Interview of...

-
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【89】横井時常靖国神社権宮司への靖国神社及び護国神社についてのインタビュー（1946年８月20日）Mem
 

orandum (21)/SUBJECT:Yasukuni Jinja(and Gokoku Jinja)General Information concerning(4)/SOURCE:Interview of Assist...

-
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【90】前靖国神社宮司鈴木陸軍大将への靖国神社についてのインタビュー（1946年９月８日）MEMORANDUM
(18)/SUBJECT:Yasukuni Shrine.In Interview with former Chief Priest,General Suzuki./Source:Mr.A.Hiyane’s report of an...
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【91】軍国的神社の取扱いに関する文部省の案（1946年12月２日）Education Ministry’s Plan for Dealing with Mil
 

itary Shrines/Presented by Fukuda and Watanabe/2Dec1946

-

【92】部内覚書：靖国神社の将来に関する見解（1947年１月６日W.F.ウッダード発バンス氏宛）INTRA-

SECTION MEMORANDUM /FROM:W.F.Woodard/TO:Mr.Bunce/SUBJECT:Yasukuni Shrine:opinions regarding future...
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【
九
三
】
霊
璽
簿
ニ
関
ス
ル
説
明
書
ノ
件
（
昭
和
22
年
３
月
）

靈
璽

ニ
関
ス
ル

明
書
ノ
件

聯
）合
国
軍
総
司
令
部
宗
敎
課
長
ノ

ニ
依
ル
首
題
ノ
件
、
別
紙
ノ

提

出
相

可
レ
然
哉
。

附
箋
）

「
本
件
ハ
昭
和
二
二
・
三
・
二
一
ウ
ツ
ダ
ー
ド
少
佐
ニ
対
ス
ル
權
宮
司
ノ

明

領
ニ
準
シ
タ
ル
モ
ノ
。」

靈
璽

に
就
て

Ａ

式
の

革

靈
璽

は
明
治
五
年
現
在
の
本
殿
が

營
せ
ら
れ
五
月
七
日

宮
式
を
行

ふ
に
際
し
、
其
の

日
（
五
月
六
日
）
本
殿

陣
に
奉
安
せ
る
の
が
そ
の

原
で
あ
る
。
從
つ
て
其
の
時
の
靈
璽

は
明
治
五
年
五
月
迄
に

に
奉

祀
せ
ら
れ
て
ゐ
た
御
靈
｜
｜
明
治
二
年
六
月
招
魂
社
鎭
齋
当
時
祭
ら
れ
た

維
新
殉

三
、
五
八
八
柱
｜
｜
の
分
で
あ
つ
た
。

当
時
の
靈
璽

の
形
式
は

物
形
式
で
あ
つ
た
。
軸
は
水
晶
を
用
ひ
、
表

は
金
襴
布
地
に
し
て
紫
の

紐
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

此
の
形
式
は
明
治
二
十
九
年
十
一
月
の
合
祀
祭
ま
で
續
い
て
用
ひ
ら
れ
た
。

そ
の
後
明
治
三
十
七
年
五
月
の
合
祀
祭
ま
で
は
や
は
り

物
形
式
で
は
あ

る
が
、
軸
水
晶
の
上
下
端
及
び
其
の

囲
に
は

）の
金

が
新
に
附
け

ら
れ
る

に
な
つ
た
。

明
治
三
十
八
年
五
月
の
合
祀
祭
以
後
は
從
來
の

物
形
式
に
か
は
り

形
式
の
靈
璽

と
な
り
、
表
紙
は
金
襴
布
地
を
用
ひ
四
方
金
泥
塗
で
、
綴

紐
に
は
太
白
と
云
ふ
紐
を
用
ひ
た
。
そ
し
て
此
の
形
式
は

に
至
る
ま

で
續
い
た
。

後
の
唯
一
に
し
て
最
後
の
合
祀
祭
｜
｜
昭
和
二
十
一
年
五
月
執
行
｜

｜
に
は
從
來
と
同
し

形
式
を
用
ひ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
金
襴
等
は
入

手
困

と
な
つ
た
爲
、
表
紙
は
白
綾
織
と
な
り
四
方
の
金
泥
も
一
切
用
ひ

ら
れ
な
か
つ
た
。

此
等
の
靈
璽

は
総
て
祭
神
と
な
ら
れ
た
御
靈
の
御
名

が
し
る
さ
れ
て

居
り
、
そ
の
形
式
は
別
に
社
務

に
備
附
け
ら
れ
て
あ
る
祭
神

と
同

で
あ
る
。

Ｂ

製
の

革

靈
璽

の

製
に
関
す
る

は
存
し
な
い
が
、
そ
の
大
体
の

革
は

ね
左
の

で
あ
る
。

招
魂
社
時
代
は
神
社
の
制
度
が
未
だ
確
立
し
て
居
ら
な
か
つ
た
関
係
上
、

当
時
の
靈
璽

も
多
分
時
の
主
務
官
廳
で

製
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

明
治
十
二
年
靖
國
神
社
と
な
つ
た
頃
か
ら
は
、
神
社
に
於
て
之
を

製
す

る
こ
と
に
な
つ
た

で
あ
る
。
そ
し
て

製
の
爲
に
必

な
專
門
家
｜
｜

例
へ
ば
表

師
等
の
人
々
｜
｜
は
神
職
と
同

に

齋
し
、
社
務

の
淸

淨
な
る
一
室
に
於
て
そ
の
作
業
に

し
た
。

か
く
し
て

製

）

を
経
つ
た
靈
璽

は
社
務

の
一
室
に
藏
せ
ら
れ
、
合
祀

祭
執
行
の

夜
參
籠

齋
し
た
宮
司
が
之
を

見
す
る
。

日
即
ち
合
祀
祭
の
招
魂
式
当
日
淸
祓
式
執
行
の
直

宮
司
に
よ
り
御
羽

車
に
奉
安
せ
ら
れ
、
淸
祓
式
執
行
に
際
し
修
祓
を
受
け
る
。

そ
し
て
そ
の
夜
の
招
魂
式
の
祭
儀
に
依
つ
て
本
殿

陣
に
奉

せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

【
九
四
】
第
九
十
二
回
帝
国
議
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録

速
記
）第
五
回

昭
和
22
年
３
月
７
日
）

発
言
者
）

若
林
義
孝

委
員
）

寺
田
栄
吉

委
員
長
代
理
）

﹇
発
言
順
。
敬
称
略
﹈

○
若
林
委
員

今
日
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
文
部
大
臣
に
お

ね
を
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
と
こ
ろ
の
事
柄
は
、
昨
日
大
藏
大
臣
に
お

ね
を
い

た
し
ま
し
た
そ
の
基
本
を
の
み
こ
ん
で
い
た
ゞ
い
て
か
ら
の
私
の
質
疑
に

な
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
從
つ
て
昨
日
お
い
で
に
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
重
復
の
き
ら
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
の

見
を
、
質
問
を
申
し
上
げ
る
前
に
少
し

べ
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ

り
ま
す
。

〔
委
員
長
退
席
、
寺
田
委
員
代
理

席
〕

政
治
は

德
な
り
と
も
言
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
新
憲
法
に
盛
ら
れ
た

神
を
人
類
普

の
原
理
と

べ
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
政
治
の

す
べ
て
の
部
面
に
お
い
て
、
こ
の
人
類
普

の
原
理
が
に
じ
み
出
て
お
る

と
こ
ろ
の
豫
算
で
あ
り
、
政
治
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
宗
敎
的
の
立
場
か
ら
、
あ
る
い
は

く

義
の
立
場
か
ら

な
が
め
ま
し
て
も
、
豫
算
の
部
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
財
政
を
骨
子

と
し
て
行
わ
れ
ま
す
政
治
の
部
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
財
政
で
言
う
な
ら

ば

財
政
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

財
政
は
數
字
だ
け
の

で
あ
つ
て
、
ほ
ん
と
う
に

義
の
點
か
ら
考
え
た
と
き
に
、

財

政
と
言
い
得
る
や
否
や
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
私
は
大
藏
大
臣
の
御

答
を

あ
え
て
お

り
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
お

り
を
し
た
か
と
申
し

ま
す
れ
ば
、
大
臣
の
御
立
場
と
し
て
は
、
必
ず

義
的
で
あ
る
と
お
答
え

に
な
る
に
違
い
な
い
。
こ
ゝ
で
そ
の
道
徳
的
の
、
道
義
的
の
議
論
を
す
る

必

が
な
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
あ
え
て
こ
れ
を
私
の
方
か
ら
御
答
辯

を
辭

し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は

部
大
臣
の
ほ
ん
と
う
の
と
こ

ろ
を
、
ひ
と
つ
伺
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
具
體
的
に
、

大
き
な
こ
と
を
申
し
ま
す
と
、
問
題
が
か
え
つ
て
議
論
に
な
り
ま
す
か
ら
、

小
さ
な
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
い
う
と
、
昨
日
も
申
し
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
米
が
五
圓
五
十
錢
と
い
う
時
代
に
、
一
箇
三
十
圓
の
ピ
ー
ス
、
コ
ロ

ナ
が
、
堂
々
と
政
府
の
手
に
よ
つ
て
賣
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
純
朴
な
る

と
こ
ろ
の
農
民
に
い
か
よ
う
に
映
ず
る
か
。
あ
る
い
は
米
一
升
、
酒
一
升

と
い
う
の
が
今
ま
で
の
通
念
で
あ
り
ま
し
て
、
米
の
一
升
か
ら
酒
一
升
と

れ
る
と
い
う
、
こ
れ
が
基
準
に
な
つ
て
酒
の
販
賣
が
行
れ
る
べ
き
で
あ
る

に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
五
圓
五
十
錢
の
米
を
つ
く
る
農
夫
か
ら
考
え
て
、
一
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升
百
二
十
圓
と
い
う
の
が
い
わ
ゆ
る
政
府
の
施
策
に
よ
つ
て
現
わ
れ
て
く

る
價
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
へ
た
と
き
に
、
ど
う
思
う
か
。
あ
る
い

は
き
わ
め
て
卑

な
例
で
あ
り
ま
す
が
、
三
等
料
金
を
拂
わ
し
て
お
き
な

が
ら
、
人
間
の
乘
る
べ
き
客
車
に
乘
せ
ず
に
、
荷
物
を
乘
せ
る
貨
車
に
乘

せ
て
、
人
間
を
荷
物
扱
い
に
し
て
お
き
な
が
ら
、
な
ん
ら
料
金
の

引
き

も
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
。

は
た
れ
が
や
つ
て
も

で
あ
る
。
個

人
が
や
る
場
合
に

で
あ
り
、
權
力
を

う
政
府
が
や
る
場
合
に
善
で
あ

る
と
は
決
し
て
言
い
得
な
い
の
で
あ
つ
て
、

は
い
ず
こ
に
お
い
て
、
何

人
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
も

な
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
こ

と
の
見
方
か
ら
今
の
政
治
を
な
が
め
て
み
ま
す
と
、
わ
れ
〳
〵
特
に
國
民

全
部
の
心
を
預
か
つ
て
お
り
ま
す

か
ら
み
ま
す
と
耐
え
が
た
い
氣
持
に

打
た
れ
る
事
柄
が
政
治
の
部
面
に
多
々
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
政
府
の
部

面
ば
か
り
で
は
な
い
、
わ
れ
〳
〵
政
黨
人
と
し
て
考
え
て
も
、
政
黨
人
の

動
き
、
い
わ
ゆ
る

民
の

に
お
い
て
ほ
ん
と
う
に
良
心
を
も
つ
て
い

く
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
良
心
的
の
正
當
な
動
き
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
こ
れ
は
政
府
を
責
め
る
ば
か
り

で
は
な
い
。
わ
れ
〳
〵
政
黨
人
み
ず
か
ら
を
も
責
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
氣
持
か
ら

敎
を
お
預
か
り
に
な
つ
て
お
り

ま
す
と
こ
ろ
の

部
大
臣
が
、
こ
の
政
治
の
動
き
を
御

に
な
つ
た
と
き

に
、
ど
う
い
う
氣
持
を
も
つ
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
あ
り
ま

す
。
私
は

敎
を
預
か
る

部
大
臣
は
、
こ
の
國
民
の

義
を
守
ろ
う
と

す
る
心
を
思
う
存
分
延
ば
し
き
る
の
が
御
任
務
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

で
あ
り
ま
す
。
宗
敎
か
ら
考
え
ま
す
と
、
信
敎
の
自
由
は
憲
法
に
お
い
て

嚴
然
と
し
て

め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
事
實
政
治
の
部
面
に
お
い

て
信
仰
の
自
由
を
阻
害
す
る
と
こ
ろ
の
事
柄
が
た
く
さ
ん
に
あ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
や
み
を
し
て
は
な
ら
ぬ
と
言
う
。
こ
れ
は
法
律
に
よ
る
規
律
ば

か
り
で
な
し
に
、
ほ
ん
と
う
に
信
仰
に
生
き
よ
う
と
す
る

は
國
家
の
法

律
を
心
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
氣
持
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
こ
れ
を
破
ら
な
け
れ
ば
生
存
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
政
治
を
行
う

と
き
に
お
い
て
は
、
憲
法
に
お
い
て
信
教
の
自
由
を

め
た
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
事
實
に
お
い
て
自
由
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釋
を

私
は
も
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
信
仰
の
自
由
を

め
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
決
し
て
放
任
と
い
う
意
味
で
は
な
い
、
干

せ
ず
に
よ
い

宗
敎
を
あ
く
ま
で
も
延
ば
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
憲
法

神
の
信
敎
の

自
由
を
認
め
ら
れ
た
眞
意
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
な
ら
ば
あ
く

ま
で
も

敎
の
府
に
あ
ら
せ
ら
れ
、
し
か
も
宗
敎
行
政
を
御

當
に
な
つ

て
お
ら
れ
ま
す

相
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
實
際
政
治
の
部
面
に
お
い
て

も
、
憲
法
に

め
ら
れ
て
お
る
信
敎
の
自
由
を
あ
く
ま
で
も
阻
害
す
る
が

ご
と
き
反
宗
敎
的
行
爲
が
あ
り
、
事
實
が
あ
る
こ
と
を
除
去
せ
ら
れ
る
必

が
あ
り
は
せ
ぬ
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
點
に
お
い
て
も
、

相
は
ど
う
い
う
よ
う
な
氣
持
を
お
も
ち
に
な
つ
て
お
ら
れ
る
か
も
お
伺

い
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
一
體
宗
敎
に
對
し
て
、

相
は
ど

う
い
う
よ
う
な
氣
持
を
お
も
ち
で
あ
る
か
、
こ
れ
を
伺
い
た
い
、
マ
ツ
カ

ー
サ
ー
元
帥
が
あ
る
友
人
に
お

り
に
な
つ
た
御
親
書
の
中
に
、
日
本
に

進
駐
し
て
占
領
政
策
を
行
う
上
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
敎

神
に
お
い

て
行
つ
た
と
い
う
こ
と
を

般
堂
々
と
御
發
表
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
し

て
、
こ
の
宗
敎
的
信
念
に
基
い
て
、
初
め
て

去
一
年
有

に
わ
た
り
ま

す
と
こ
ろ
の
日
本
に
お
け
る
民
主
化
の

駐
目
的
が
、

々
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
わ
れ
〳
〵
も
敬
服
を
禁
じ
得
ざ
る
と
こ
ろ

の
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
こ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
わ
が
國
の
民

主
化
の
中
に
も
宗
敎
と
い
う
こ
の
も
の
を
ど
う
い
う
よ
う
に
取
入
れ
て
い

こ
う
と
せ
ら
れ
る
か
。
宗
敎
不
干

と
い
う
名
に

れ
て
宗
敎
を
放
棄
し

て
い
く
の
か
。
あ
る
い
は
こ
の
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
と
ら
れ
た

神
で

い
く
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
宗
敎
精
神
を
よ
り

く
太
く
國
民
の
腹
の
中

に
培
い
つ
つ
い
く
と
言
わ
れ
る
の
か
。
ど
う
い
う
よ
う
な
お
考
え
を
お
も

ち
で
あ
る
か
を
伺
い
た
い
。
そ
れ
か
ら
日
本
に
は
憲
法
に
よ
る
信
敎
の
自

由
が

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
存
在
い
た
し
ま
す
と
こ
ろ

の
宗
敎
と
い
う
も
の
は
、
私
は
い
ず
れ
も
存
在
的
理
由
が
あ
れ
ば
こ
そ
存

在
し
て
い
る
。
存
在
的
價
値
が
あ
れ
ば
こ
そ
存
在
し
て
い
る
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
が
、
將
來
興
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
想
像
す
る
と
き
に
は
、

般

お
取
締
り
に
な
り
ま
し
た
よ
う
な
璽
光

事
件
の
ご
と
き
も
の
も

る
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
あ
る
と
こ
ろ
の

の
宗
敎
と
い
う
も
の

を
、

部
大
臣
は
ど
う
い
う
よ
う
な
氣
持
を
も
つ
て
見
て
お
ら
れ
る
か
。

こ
れ
を
伺
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
國
が
も
つ
て
お
り
ま

す
種
々

多
な
宗
敎
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
宗
敎
に
對
し
て
、

私
自
身
は
そ
の
價
値
あ
れ
ば
こ
そ
存
在
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
し

て
、
こ
れ
を
國
家
と
し
て
は
十
分
發

し
得
る
よ
う

魔
に
な
る
と
こ
ろ

の
も
の
を
取
除
き
、
そ
う
し
て
現
在
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
十
分
育
て
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
必

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
政
府
は
宗
敎
ば
か
り
で
な
し
に
、
民
主
敎
育
に
ど
う
い
う
よ
う
な

處
置
を
お
と
り
に
な
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
か
、
そ
れ
を
伺
い
た
い
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
敗

直
後
の
茫
然
自
失
し
ま
し
た
と
こ
ろ
の
間
𨻶

に
乘
じ
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
民
主
化
と
い
う
名
に

れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

る
誤
つ
た
思
想
に
と
ら
わ
れ
て
い
き
つ
つ
あ
る
の
が
、
今
の
現

で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
民
主
主
義
敎
育
、
民
主
化
と
い
う
も
の
に

對
し
て
は
、

般
私
は
文
敎
再
建
の
決
議
案
の

成
演

を
い
た
し
ま
し

た
と
き
に

べ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
人
間

重
に
あ
る
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。
人
間

重
も
ほ
ん
と
う
に
心
か
ら
こ
れ
を

重
す
る
。

い
わ
ゆ
る
信
仰
的
に
相
手
に
對
し
て
神
の
價
値
ま
で
を

め
、
佛
の
價
値

ま
で
も

め
て
い
く
。
お
釋
迦

は
天
上
天
下
唯
我
獨

と
言
わ
れ
た
の

で
あ
り
ま
し
て
、
自
分
も
唯
我
獨

で
あ
る
と
同
時
に
、
他
人
の
唯
我
獨

と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
敎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

ほ
ん
と
う
に
神
格
的
に

重
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
同
時
に
自
己
の

嚴
を
悟
る

に
、
他
人
の

嚴
に
對
し
て
え
り
を
正
す
と
い
う
こ
の
心

に
根
ざ
す
民
主
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日

湧
然
と
し
て

り
來
り
ま
し
た
と
こ
ろ
の
民
主
化

動
の
諸
種
の
現
象
を

な
が
め
ま
す
と
き
に
、
ほ
ん
と
う
に
そ
の
意
味
の
眞
の
民
主
主
義

神
に

基
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
は
つ
き
り
と
申
し
ま
す
が
、
二

月
一
日
の
ゼ
ネ
ス
ト
の
ご
と
き
、
あ
の
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
命
令
を
も

つ
て
、
禁
止
さ
れ
る
が
ご
と
き
恥
ず
べ
き
事
態
と
な
つ
て
現
わ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
あ
の

動
の
底
に
自
己
の

嚴
を
守
ろ
う
と
す
る
、
自
己

の
自
由
平
等
を
得
ん
と
す
る
と
き
に
、
他
人
の
、
大
き
く
言
え
ば
國
家
社

會
の
、
自
由
と
平
等
存
立
と
い
う
こ
と
に
根
ざ
し
て
お
つ
た
と
い
た
し
ま

す
な
ら
ば
、
あ
の
命
令
を
受
け
る
よ
う
な
辱
し
め
を
見
ず
に
す
ん
だ
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
も
憲
法
が
公
布
せ
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
あ
る

い
は
衆
議
院
を

す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆

方
か
ら
論
議
せ
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
新
し
い
と
こ
ろ
の
憲
法
は
世
界
に
お
い
て
も
優
れ

た
憲
法
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
高
度
の
民
主
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
憲
法
で
あ

る
。
こ
の
憲
法
こ
そ
は
高
度
の
民
主
主
義

神
を
も
つ
て
い
る
敎
養
を
も

つ
た
者
の
み
が
活
用
し
得
る
と
こ
ろ
の
資
格
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
わ
が
國
の
將
來
を
考

え
る
と
き
に
、
民
主
敎
育
と
い
う
も
の
に
よ
ほ
ど
御
關
心
を
も
つ
て
お
い

で
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鈍
刀
で
あ
る
な
ら
ば
、
竹
光
で
あ
る
な

ら
ば
少
々
振
り
ま
わ
し
方
が
下
手
で
あ
り
ま
し
て
も
、
あ
ま
り
怪
我
を
す

る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
憲
法
に
與
え
ら
れ
た
と
こ

ろ
の
あ
の
自
由
と
平
等
と
權
利
と
い
う
も
の
は
正
宗
の
名
刀
の
ご
と
く

き
權
利
な
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
用
い
る
人
も
名
人
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
こ
の
名
人
に
す
る
た
め
に
は
各
人
の
敎
養
を
高
度
に
高
め
る
こ

と
に
よ
ほ
ど
御
盡
力
に
な
ら
な
け
れ
ば
憲
法

神
が
み
ん
な
の
腹
の
中
に

は
い
つ
た
頃
に
日
本
の
國
が
再
び

ち
上
る
こ
と
の
で
き
ぬ
よ
う
な
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
具
體
的
に
日
本
の
民
主
化
敎
育
と
い
う
も
の
を
ど
う
い
う
よ

う
な
方
法
を
も
つ
て
お
や
り
に
な
ら
う
と
す
る
か
、
具
體
的
に
案
が
立
つ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
伺
い
た
い
。
特
に
憲
法
普
及
會
が
設
け
ら

れ
ま
し
て
、
文
部
省
の
外
廓
團
體
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な
つ
て
い
る
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
お
任
せ
に
な
ら
ず
に
、
こ
れ
を
ど

う
い
う
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
も
お
伺
い
を
い
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た
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
次
ぎ
に
宗
敎
の

重
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど

お
尋
ね
を
い
た
し
ま
し
た
宗
敎
に
對
し
て
の
お
考
え
を
伺
え
ば
、
宗
敎
の

重
の
度
合
と
い
う
も
の
が
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
が
同
時
に
宗
敎
家
の

待

を
ど
う
い
う
よ
う
に
國
家
と
し
て
お
考
え
に
な
つ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
伺
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
例
を
と
る
こ
と
は
ど
う

か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
き
ま
し
て
は
、
少

く
と
も
宗
敎
家
と
い
う
も
の
は
裁

官
と
同
等
と
申
し
ま
す
か
、
そ
れ
よ

り
以
上
の

敬
を
も
つ
て
取
扱
わ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ゝ

を
日
本
の
國
に

用
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
私
は
不
可
能

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
き
ま
す
る

と
こ
ろ
の
宗
敎
家
と
い
う
も
の
は
、
相
當
の
敎
養
を
も
つ
た
者
の
み
が
宗

敎
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
現

は
、
私

は
こ
ゝ
で
日
本
の
宗
敎
家

部
が
そ
う
い
う
價
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と

言
い
切
る
心
臓
を
も
た
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
宗
敎
家
が
人
の

に
立
つ
て
は
ず
か
し
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も
の
に
な
る
た
め
に
は
、
宗
敎
家

が
み
ず
か
ら
努
力
す
る
と
と
も
に
、
や
は
り
宗
敎
を
守
り
立
て
て
い
き
、

宗
敎
を

重
す
る
と
い
う
氣
分
が
政
治
の
部
面
に
現
わ
れ
て
い
く
な
ら
ば
、

よ
り
そ
の
目
的
を

す
る
の
に

で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は

願
も
出
て
お
り
ま
す
し
、

般
あ
る
い
は
左
藤
義
詮
同
僚
か
ら
も
お
話
が
あ
つ
た
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
が
、
汽
車
の
切
符
の
優
先
的
の
よ
う
な
こ
と
が
出
て
お
り
ま
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
の
ご
と
き
は
、
代
議
士
が
持
つ
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
パ
ス
を

宗
敎
家
に
渡
し
て
、
そ
の
活
動
を
自
由
な
ら
し
め
て
お
る
と
い
う
事
實
も

あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

願
で
出
て
、
そ
の
御
好
意
の
ほ
ど
は
相
當
當

局
も
お

べ
に
な
つ
た
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
實
現
が
い
つ
の

日
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
私
た
ち
心
に
滿

た
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
點
も
ひ
と
つ
御
當
局
の
お

考
え
を
承
つ
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
御
參
考
ま
で
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、

間
ぎ
わ
の
昭
和
十
九
年
の
六
月
の
二
十
七
日
で
あ

つ
た
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
京

に
お
い
て
宗
敎
家
が
集
ま
り
ま

し
た
と
き
に
、
こ
の
意
見
が
出
ま
し
て
、
こ
れ
を

部
當
局
が
御

用
に

な
り
、
鐵

當
局
と
お
話
合
が
で
き
ま
し
て
、
各
宗
敎
團
體
に
二
、
三
枚

ず
つ
こ
う
い
う
よ
う
な
鐵

パ
ス
を
渡
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
今
に

も
實
現
す
る
と
こ
ろ
ま
で

ん
で
お
つ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
る
の

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
御
參
考
に
し
て
、
將
來
お
考
え
を
願
い

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
次
に
伺
い
た
い
の
は
、
そ
の

部
が
價
値
あ
り
や
否
や
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
は
別
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
宗
敎
關
係
者

と
い
う
も
の
が

國
に
三
十
萬
人
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
敎
育
民
主
化
の

一

を
買
う
も
の
と
し
て
は
、
き
わ
め
て

當
な
る
と
こ
ろ
の
地
位
に
あ

る
人
で
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三
十
萬
人
の
宗
敎
家
を

思
う
存
分
活
動
し
得
る
よ
う
な
筋

を
ひ
と
つ
お
考
え
を
願
い
た
い
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
て
申
し
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
の
審
議
會
が
設

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
中
に
、
や
は
り
宗
敎
家
と
い
う
も
の

の
意
見
を
も
と
り
入
れ
て
い
く
。
敎
育
審
議
會
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
い

う
中
に
も
入
れ
て
い
く
。
あ
る
い
は

働
の
委
員
會
の
ご
と
き
中
に
も
、

や
は
り
宗
敎
家
を
中
立
の
委
員
と
し
て
入
れ
て
い
く
。
私
自
身
も
岡
山
縣

で
、
そ
う
い
う
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
宗
敎
家
で
あ
つ
た
私
が

働
委
員

に
依

を
受
け
て
、
一
年
間
お
世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
三
十
萬
人
の
宗
敎
家
と
い
う

も
の
を
、
い
わ
ゆ
る
徒
食
す
る
〳
〵
と
い
う
こ
と
を
も
つ
て
や
ゝ
冷
眼

さ
れ
て
お
る
宗
敎
家
に
、
ひ
と
つ
活
を
入
れ
て
、
わ
が
國
の
民
主
化

動

に
協
力
し
得
る
よ
う
に
せ
ら
れ
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
宗
敎
家
の
待

な
り
、
民
主
化

動
に
對
し
て
、
い
か
に
宗
敎
家
と
い
う
も
の
を
活
用
さ
れ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
そ
の
次
に
お

き
を
し
、
お
願
い
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
は
、
先
ほ
ど
來
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
國
民
の
信
仰
と
申

し
ま
し
た
が
、
こ
い
つ
を
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
國
民
感

と
申
し
ま
す

か
、
人
間
の
う
る
わ
し
い
と
こ
ろ
の
心
を
十
分
伸
ば
し
き
る
、
こ
れ
を
護

る
役
目
が
文
相
の
お
役
目
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
非
常
に
時
局
と
い
う
も
の
を
考
え
誤
つ
て
い
る
國
民
が
多

い
の
で
あ
り
ま
す
。
昨
日
も
疋
田
代
議
士
が
お

べ
に
な
つ
て
お
り
ま
し

た
が
、
學
校
の
先
生
た
ち
が
天
皇
制
に
つ
い
て
言
う
こ
と
を

慮
氣
味
に

思
つ
て
い
る
よ
う
な
事
實
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
お

べ
に
な
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
私
も
こ
れ
を
痛
感
し
て
を
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
に
よ
り
ま
し
て
も
、
自
由
な
る
國
民
の
自
由
な
る
意
思
の
發
露
と

い
う
も
の
は
、
十
分

め
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
天
皇
を
あ
こ
が

れ
の
中
心
と
し
、
萬
古
の
象
徴
と
し
て
仰
ぎ
ま
つ
る
と
い
う
、
こ
の
國
民

感

さ
え
も
、
國
民
は
心
ひ
そ
か
に

を
眼
に
た
ゝ
え
つ
ゝ
も
、
口
か
ら

外
へ
そ
の
感

を
吐
露
す
る
こ
と
を

慮
し
、
今
ま
で
宮
城

、
明
治
神

宮

を
電
車
が

い
た
し
ま
す
際
に
も
お
辭
儀
を
し
て
お
つ
た
。
こ
の

禮
を
す
る
の
も
何
だ
か
は
ず
か
し
げ
な
氣
持
を
も
つ
て
、
人
に

れ
て
帽

子
を
と
つ
て
禮
を
せ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
ま
で
、
ほ
ん
と
う
に
う
る
わ

し
い
と
こ
ろ
の
國
民
感

と
い
う
も
の
も
歪
曲
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま

し
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
感

、
す
な
わ
ち
萬
古
天
皇
を
象
徴
と
仰
ぐ
と
新

憲
法
に
御
制
定
に
な
つ
た
こ
の

神
こ
そ
は
、
私
は
世
界
に
誇
る
必

は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
か
ら
も
相
當
う
ら
や
ま
し
げ
な
感
じ
を

も
つ
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
國
民
の
う
る
わ
し
い
氣
持
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
國
民
に
、
こ
の
美
し
い
感

は
、
思
う

存
分
發
露
し
て
よ
い
の
だ
と
い
う
く
ら
い
の
氣
持
を
も
つ
て
、
今
物
に
お

い
て
窮
窟
を
さ
れ
て
い
る
と
同
じ
よ
う
な
そ
の
自
分
の
心
を
伸
ば
す
、
日

本
在
來
の
美
し
い
こ
の
心
持
を
も
口
に
す
る
こ
と
の

慮
氣
味
な
、
こ
の

慮
を
と
ら
す
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
點
ど
う
お
考
え
に
な
つ
て
お
る
か
を
も
伺
い
た

い
の
で
あ
り
ま
す
。

同
時
に
こ
れ
と
竝
行
い
た
し
ま
し
て
、
特
に
私
は
嚴

な
氣
持
で
申
し

上
げ
た
い
の
は
、

牲
者
に
對
す
る
と
こ
ろ
の
慰
靈
に
關
し
て
の
氣

持
で
あ
り
ま
す
。
山
間
僻
地
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る

骨
を

え
る
と
き
、

村
長
初
め
村
の
公
の
機
關
に
よ
つ
て
の
出

え
は
こ
れ
を

慮
す
べ
き
だ

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を

か
く

え
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
の
自
由
な
る
氣
持
が
、
そ
れ
に
よ
つ
て
抑
え
つ
け
ら
れ
て
し
ま
つ
た

よ
う
な
感
じ
を
も
つ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
護
國

神
社
の
名
前
が
變
り
ま
し
て
、
そ
の
存
立
云
々
を
氣
づ
か
つ
て
お
る
向
き

も
あ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
靖
國
神
社
の
御
創
設
に
な
つ
た
と
き
を
考
え

て
み
ま
す
と
、
決
し
て
軍
國
的
の
色

を
も
つ
て
お
る
お
宮
で
は
な
か
つ

た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
一
歳
に
滿
た
な
い
と
こ
ろ
の
赤
ん
坊
の
靈
ま
で
も

靖
國
神
社
で
は
ま
つ
ら
れ
て
お
る
事
實
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
非
業
の
最
期
を

げ
た
者
の
魂
を
お
慰
め
申
し
上
げ
る
と
い
う
の
が
、

靖
國
神
社
の
御
創
設
に
な
つ
た
と
こ
ろ
の
本
意
な
の
で
あ
り
ま
し
て
、
後

世
軍
國
的
の
色

が

つ
て
濃
厚
に
な
つ
た
の
み
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

軍
國
的
の
色

は
ど
こ
に
も

め
ら
れ
ぬ
よ
う
に
な
つ
た
今
日
で
あ
り
、

ま
た
國
家
の
た
め
に
命
を

牲
に
し
た
と
こ
ろ
の
人
た
ち
の
靈
を
心
か
ら

慰
め
る
と
い
う
こ
と
は
日
本
人
だ
け
が
も
つ
て
お
る
感
情
で
は
な
く
國
際

的
に
、
い
ず
れ
の
國
の
人
も
も
つ
て
お
る
と
こ
ろ
の
う
る
わ
し
い
氣
持
で

あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の

慮
氣
味
に
な
つ
て
お
り
ま
す
氣
持
を
、

慮
な

く
ほ
ん
と
う
に
私
た
ち
の
氣
持
が
發
露
で
き
る
よ
う
に
、
萬
全
の
處
置
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
最
後
に
い
ろ
〳
〵
な
指
令
が
連
合
軍
の
方
か
ら
出
ま
す
が
、

こ
の
出
る
こ
と
が
曲
解
さ
れ
、
あ
る
い
は
行
き

ぎ
て
考
え
ら
れ
て
お
る

た
め
に
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
間

い
が

つ
て
く
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。
今
度
も
曲
解
か
ら
來
て
お
る

り
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、

い
わ
ゆ
る
工
場
の
賠
償
問
題
に
絡
み
ま
し
て
、
あ
の
賠
償
工
場
の
梱

材

料
と
し
て
、
神
社
の
境

に
あ
る
と
こ
ろ
の
樹
木
な
ど
を
伐

す
る
ん
だ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
ど
こ
か
ら
か
傳
わ
つ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
こ
の
風

の
た
め
に
、
神
社
の
氏
子
と
い
う
も
の
が
、
國
家
に
よ
つ
て
伐

せ
ら
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れ
、
こ
れ
を
取
上
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
今
の
う
ち
に
神
社
自
體
に
お
い
て

こ
れ
を
伐

し
た
方
が
い
ゝ
と
い
う
よ
う
な
風

と
な
り
ま
し
て
、
全
國

到
る
と
こ
ろ
に
こ
の

つ
た
風

に
よ
つ
て
神
社
の
境

に
あ
り
ま
す
と

こ
ろ
の
樹
木
が
伐

せ
ら
れ
て
お
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

こ
そ

り
傳
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
事
柄
に
よ
つ
て
、
私
た
ち
の
氣
持
か
ら

言
い
ま
す
と
、
か
く
の
ご
と
き
國
民
感

を
抑
え
て
、
歪
曲
さ
れ
る
よ
う

な
事
柄
に
な
つ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
事
實
で
あ
る
の
か
、
も
し
工
場
の
材
料
が
梱

さ
れ
る
た
め
の
材
木
は
、

軍
國
的
の
こ
と
に
取
扱
わ
れ
利
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
神
社
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
神
社
の
樹
木
を
持
つ
て
行
く
の
だ
、
梱

に
使
う
の
だ
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
事
實
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
事
實
で
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
國
民
に
は
つ
き
り
さ
せ
て
、
か
ゝ
る

解
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ゞ
け
れ
ば
結
構
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
最
後
の
お
願
い
な
の
で
あ
り
ま
す
。

部
大
臣
が
御
出
席
な
ら
ば

お
考
え
を
承
り
つ
つ
、
ま
た
私
の
考
え
も
申
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
御
出
席
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
體
私
の
お
尋
ね

を
申
し
上
げ
ま
し
た
五
項
目
に
關
し
て
、
機
會
を
得
ま
し
て
十
分
御
答
辯

を
願
え
れ
ば
結
構
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
で
終
り
ま
す
。

○
寺
田
委
員
長
代
理

若
林
君
に
御
相
談
申
し
上
げ
ま
す
が
、
本
日

部

大
臣
が
や
む
を
得
な
い
用
事
で
出
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
後
日
ま
た
御

答
申
し
上
げ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す

以
下
略
）
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【95】従前の護国神社の処分について（1949年６月９日神社本庁長谷外余男事務総長発バンス博士宛）Con
 

cerning the Disposal of the former Gokoku-jinja/(To Dr.Bunce)/(T.Hase)/Executive Director/Shrine Association/June9...

-

【96】靖国神社及びその他の軍国的神社について（1949年11月７日ウィリアム・P・ウッダード発バンス

宗教・文化資源課長宛）FROM:Special Projects Officer/To:Chief,RCR Division/SUBJECT:Yasukuni Jinja and Other...



【97】部内覚書：靖国神社について（1950年７月21日ウィリアム・P・ウッダード発バンス宗教・文化資

源課長宛）INTRA-DIVISION MEMORANDUM /FROM:Special Projects Officer/TO:Chief,RCR/SUBJECT:Yasukuni...
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【98】戦没者の神道神社の国有地境内の譲渡及び国による戦没者の葬祭に関する政策の変更に関する案（1951年９月４日民間教育情報

局長D.R.ニューゼント中佐作成AG603（13Nov46)）MEMORANDUM FOR THE CHIEF OF STAFF/Proposed Dispositionof State-OwnedPr...
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【99】戦没者の神社への措置及び戦没者の公葬の禁止の緩和についての案（1951年９月４日）Proposed Disposi
 

tion of Shrines for War Dead and Relaxation of Restrictions on Public Commemoration of War Dead/W.Nichols57-8313/...

-

【100】担当者研究の要約及び勧告（1951年９月４日）BRIEF OF STAFF STUDY/RECOMMENDATIONS
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【101】宗教団体に供用中の国有地の処分について（1951年９月12日発連合国軍最高司令官発日本政府宛覚書

AG603（13Nov46)CIE SCAPIN1334/1）MEMORANDUM FOR:The Japanese Government/SUBJECT:Disposition of State-Ow...

【102】部内覚書：吉田内閣総理大臣の靖国神社参拝について（1951年10月12日ウィリアム・P・ウッダ

ード発宗教・文化資源課長代理宛）INTRA-SECTION MEMORANDUM/FROM:William P.Woodard/TO:Acting Ch...
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【103】部内覚書：戦没者の慰霊について（［1951年］ウィリアム・P・ウッダード発宗教・文化資源課長代

理宛）INTRA-SECTION MEMORANDUM/FROM:William P.Woodard/TO:Acting Chief,RCR/SUBJECT:Commemoration...
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